
「ＣＬＴ（直交集成板）」とは、Cross Laminated Timber の略でひ
き板（ラミナ）を繊維方向が直交するように積層接着したパネルです。
　ＣＬＴは、欧米を中心に、マンションや商業施設などの壁や床と
して普及しており、我が国においても、国産材ＣＬＴの活用によ
り、中高層建築物の木造化が期待されています。
　本稿では、ＣＬＴの特性を説明した上で、ＣＬＴ活用促進に向け
た政府の取組、林野庁の取組、今後の展開について紹介します。

（提供：一般社団法人日本CLT協会）

ＣＬＴの活用促進に向けて
特集
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Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
特
性

1Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
は
、
①
建
築
の
際
の
施
工
が
早
い
、

②
コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ
り
軽
い
、
③
断
熱
性
が
高
い

と
い
う
特
性
が
あ
り
ま
す
。

①
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
予
め
パ
ネ
ル
を
工
場
で
加
工
し

て
建
築
現
場
で
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
使
用
す
る
場
合
の
養
生
期
間
が
不
要

積層接着

と
な
る
た
め
、
従
来
の
工
法
に
比
べ
て
、
工
期
を

短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
同
等
の
曲
げ
強
度
を
有
す
る
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
比
べ
て
５
分
の
１
以
下
の
重

さ
な
の
で
、
建
物
自
体
の
重
量
が
軽
く
な
り
、
基

礎
工
事
を
簡
略
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

③
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
同
じ
厚
さ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

比
べ
て
、
10
倍
以
上
の
断
熱
性
を
有
す
る
の
で
、

少
な
い
資
材
量
で
快
適
な
室
内
空
間
を
実
現
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
活
用
促
進
に
向
け
た

政
府
の
取
組

2Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
1
9
9
0
年
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

発
明
さ
れ
、
日
本
で
は
、
2
0
0
9
（
平
成
21
）

年
頃
か
ら
生
産
が
始
ま
り
ま
し
た
。

以
後
、
政
府
で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
促
進
に
向

け
て
、
⑴
J
A
S
規
格
の
制
定
、
⑵
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ

ル
工
法
の
告
示
化
、
⑶
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
な

ど
の
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

⑴
J
A
S
規
格
の
制
定（
2
0
1
3
年
）

我
が
国
に
お
け
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
に
向
け
た
取

組
は
、
2
0
0
6
（
平
成
18
）
年
に
、
イ
タ
リ
ア

の
木
材
研
究
所
が
、
日
本
国
内
で
３
階
建
て
Ｃ
Ｌ

Ｔ
建
築
物
の
振
動
実
験
を
行
っ
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。

2
0
1
1
年
頃
か
ら
は
、（
独
）
森
林
総
合
研

究
所（
当
時
）と（
独
）建
築
研
究
所（
当
時
）に
よ

り
、
接
合
部
や
構
造
、
耐
震
性
能
に
関
す
る
試
験

が
進
め
ら
れ
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
性
能
に
関
す
る
知
見
が

蓄
積
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
2
0
1
3

（
平
成
25
）
年
に
、
農
林
水
産
省
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の

J
A
S
と
し
て
「
直
交
集
成
板
の
日
本
農
林
規

格
」（
平
成
25
年
12
月
20
日
農
林
水
産
省
告
示
第

3
0
7
9
号
）
を
定
め
ま
し
た
。
同
規
格
で
は
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
つ
い
て
、
接
着
の
程
度
や
ラ
ミ
ナ
の
構

成
、
曲
げ
強
度
な
ど
の
品
質
と
表
示
の
規
格
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

⑵
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
の
告
示
化（
2
0
1
6
年
）

当
時
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
用
い
た
建
築
物
を
建
て
る
た

め
に
は
、
個
別
に
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を

用
い
た
構
法
を
建
築
基
準
法
に
位
置
づ
け
る
た

め
、
構
造
性
能
と
設
計
法
の
検
討
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

2
0
1
2
（
平
成
24
）年
以
降
、（
独
）建
築
研

究
所（
当
時
）が
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
の
実
大
振
動
台
実

験
を
続
け
、
地
震
時
の
挙
動
に
関
す
る
工
学
的
な

知
見
が
蓄
積
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
専
門
家
の
委

員
会
に
よ
り
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
の
構
造
性
能
と
設

計
法
に
関
す
る
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
2
0
1
6
（
平

成
28
）年
に
、「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
を
用
い
た
建

築
物
又
は
建
築
物
の
構
造
部
分
の
構
造
方
法
に
関

す
る
安
全
上
必
要
な
技
術
的
基
準
を
定
め
る
等
の

件
」（
平
成
28
年
4
月
1
日
国
土
交
通
省
告
示
第

6
1
1
号
）
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
同
告
示
は
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
材
料
強
度
を
与
え
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
建
築
物
の
一
般
的
な
設
計
法
（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル

工
法
）
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
告
示

に
基
づ
く
一
定
の
設
計
法
に
従
え
ば
、
個
別
に
大

臣
認
定
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
３
階
建
て
ま
で
の

Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
を
建
築
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

同
告
示
は
、
令
和
４
年
11
月
に
改
正
さ
れ
、
比

較
的
容
易
な
構
造
計
算
に
よ
り
、
６
階
建
て
ま
で

の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
を
建
築
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

⑶
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定（
2
0
1
4
年
～
）

林
野
庁
と
国
土
交
通
省
は
、
平
成
26

（
2
0
1
4
）年
に
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
に
関
す
る
施

策
を
計
画
的
か
つ
総
合
的
に
進
め
る
た
め
、「
Ｃ

Ｌ
Ｔ
の
普
及
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
公
表

し
ま
し
た
。
同
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
平
成
28
年

度
を
目
途
に
、
一
般
的
な
設
計
法
の
告
示
整
備

や
、
施
工
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
、
生
産
体
制
の
構
築

に
取
り
組
む
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。

平
成
29
（
2
0
1
6
）
年
に
は
、
内
閣
官
房
に

「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
活
用
促
進
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡
会

議
」
が
設
置
さ
れ
、「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
に
向
け
た

新
た
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
公
表
し
ま
し
た
。
新

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、
C
L
T
の
認
知
度
が
低

い
、
コ
ス
ト
面
の
優
位
性
が
低
い
等
の
課
題
別

に
、
取
り
組
む
べ
き
項
目
を
整
理
し
ま
し
た
。
新

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
令
和
３
年
に
見
直
さ
れ
、
令

和
７
年
度
を
目
途
に
、
情
報
発
信
、
モ
デ
ル
建
築

物
の
整
備
、
需
要
拡
大
、
量
産
体
制
の
構
築
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

林
野
庁
の
取
組

3林
野
庁
で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
促
進
に
向
け

て
、
⑴
製
造
施
設
の
整
備
、
⑵
モ
デ
ル
的
な
建
築

物
の
実
証
、
⑶
技
術
開
発
へ
の
支
援
、
⑷
人
材
育

成
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

3層3プライ
5層5プライ
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⑴
製
造
施
設
の
整
備

林
野
庁
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
効
率
的
な
量
産
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
製
造
施
設
の
整
備
に
対

す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
よ
り
、
令
和
７
年
３
月
ま

で
に
、
全
国
に
11
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
場
が
整
備
さ
れ
、

年
間
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
製
造
能
力
は
約
10
万
m3
に
達
し
ま

し
た
。

⑵
モ
デ
ル
的
な
建
築
物
の
実
証

林
野
庁
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
、
非
住
宅
や
中

高
層
建
築
物
分
野
を
中
心
に
、
コ
ス
ト
や
耐
震
・

居
住
性
能
、
施
工
性
等
の
観
点
か
ら
、
普
及
性
や

先
駆
性
の
高
い
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
の
設
計
・
建
築
の

実
証
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
ま
で

に
、
林
野
庁
の
補
助
事
業

を
活
用
し
て
、
計
1
6
4

件
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
の
実

証
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
実
証
に

よ
り
、
対
象
と
な
る
Ｃ

Ｌ
Ｔ
建
築
物
の
う
ち
、

中
層
（
４
階
建
て
以
上
）

の
も
の
や
、
中
大
規
模

（
5
0
0
m2
以
上
）
の
も

の
、
燃
え
し
ろ
設
計
の
も

の
の
割
合
が
上
昇
し
て
き

ま
し
た
。

ＣＣＬＬＴＴのの普普及及にに向向けけたた新新ロローードドママッッププ
～～更更ななるる利利用用拡拡大大にに向向けけてて～～

ＣＬＴ活用促進に関する

関係省庁連絡会議
令和 年 月 日決定
令和 年 月 日改定

課課題題 取取組組事事項項 ＲＲ３３年年度度 ＲＲ４４年年度度 ＲＲ５５年年度度 ＲＲ６６年年度度 ＲＲ７７年年度度 目目指指すす姿姿

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
拡
大

ＣＣＬＬＴＴのの認認知知度度がが低低いい

ＣＬＴに関する情報の発信・
を用いた建築物の評価の向上

国民にＣＬＴの魅力やそ
の活用の社会的意義など
が広く理解される。

モデル的なＣＬＴ建築物等の
整備の促進

ココスストト面面のの優優位位性性がが低低
いい

まとまった需要の確保 ＣＬＴ製品価格が
７～８万円 となり、
他工法と比べコスト面で
のデメリットが解消され
る。

効率的な量産体制の構築

建築コスト関連の情報提供

需需要要にに応応じじたたタタイイムム
リリーーなな供供給給をを行行ええてていい
なないい

安定的供給体制の構築 全国どこでも、需要者か
らのリクエストに対して
安定的に供給される体制
が整備される。

ＣＣＬＬＴＴのの活活用用範範囲囲がが狭狭
いい

建築基準・材料規格の合理化 幅広い範囲の建築物、構
造物等でＣＬＴの活用が
進む。

建築以外の分野での活用

ＣＣＬＬＴＴのの設設計計・・施施工工等等
ををししててくくれれるる担担いい手手がが
みみつつかかりりににくくいい

設計者等の設計技術等の向上 ＣＬＴ建築物の設計等を
行うことの出来る設計者
等が増加し、必要な設計
者等を円滑に選定できる。設計等のプロセスの合理化

担い手情報の提供

ＣＣＬＬＴＴのの維維持持・・管管理理のの
方方法法がが分分かかりりににくくいい

適切な維持・管理情報の提供 建築主等の間で適切な維
持・管理の方法が
的確に理解される。

継続実施
新規施策

モデル的・先導的建築物の建築、実証事業等の推進

ＣＬＴ建築物を活かした街づくりの実証

先駆性の高い建築物・製品の顕彰制度の推進

ＳＤＧｓ・ＥＳＧ投資等への寄与の「見える化」等

公共建築物等への積極的な活用（再掲）

製造施設の整備（令和６年度末までに年間 万 のＣＬＴ生産体制を目指す）

ＣＬＴパネル等の寸法等の標準化・規格化に向けた連携体制の構築

効率性の高い非等厚 等の規格の拡充

低コストの接合方法等の開発

土木分野で活用可能な製品の開発推進

幅広い層構成の基準強度の設定等

規格の普及

設計・積算ツールの開発

建築物の部材製造、設計、施工プロセスの一体的デジタル化の推進

担い手に関する情報の積極的提供

中層ＣＬＴ建築物等の構造計算・防耐火規制等の合理化・普及

大規模イベント等における活用の促進

消費者・事業者等に向けたＰＲ活動の展開

設計者への一元的サポートの推進

規格化されたＣＬＴパネル等の普及

低コスト接合方法等の普及

土木分野での活用の実証

告示の普及等

設計・積算ツールの普及

公共建築物等への積極的な活用

設計者・施工者等に向けた講習会等の推進

製造メーカー間の連携による
安定供給体制の構築

製造メーカー間の連携による安定供給を推進

製造施設の整備（再掲）

既存建築におけるＣＬＴ等の木質材料の

維持・管理について分析・整理

ＣＬＴ等の木質材料の

維持・管理に関する
留意点等の普及

造や 造等とのコスト比較等に関する情報の提供

標準的な木造化モデルの作成 木造化モデルの普及

具
体
的
な
事
例
は
、
次
の
通
り
で
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法

事
例
1

平
成
28（
2
0
1
6
）年
度
に
、
社
会
福
祉
法
人

代
医
会
等
は
、
本
事
業
を
活
用
し
て
、
介
護
老
人

保
健
施
設
八
祥
苑
の
新
築
工
事
で
、
大
規
模
な
Ｃ

Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
建
築
物
の
実
証
を
行
い
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
延
べ
床
面
積
2
︐0
0
0
m2
超
の

大
規
模
な
平
屋
建
て
の
福
祉
施
設
で
、
大
版
パ
ネ

ル
架
構
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
実
証
に
当
た
っ
て

は
、
パ
ネ
ル
製
造
の
歩
留
ま
り
、
輸
送
コ
ス
ト
、

ピ
ー
ス
数
の
低
減
に
伴
う
施
工
コ
ス
ト
等
が
建
築

コ
ス
ト
に
与
え
る
影
響
に
留
意
し
て
、
平
面
設

計
、
パ
ネ
ル
配
置
等
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
小
幅
パ
ネ
ル
架
構
で
建
築
し
た
場
合
に

比
べ
て
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
事
全
体
の
コ
ス
ト
を
縮
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

H26-H30 H31-R5
実証対象に占める中層建築物の割合 11.5％ 20.8％
実証対象に占める中大規模建築物の割合 41.0％ 49.4％
実証対象に占める燃えしろ設計建築物の割合 4.9％ 6.７％

八祥苑

実証の対象となるＣＬＴ建築物に占める中層建築物等の割合の推移
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R
C
造
建
築
物
で
の

Ｃ
Ｌ
Ｔ
部
分
活
用

事
例
2

令
和
3（
2
0
2
1
）年
度
に
、
第
一
生
命
保
険

株
式
会
社
と
株
式
会
社
東
邦
銀
行
は
清
水
建
設
株

式
会
社
に
よ
る
設
計
・
施
工
の
も
と
、
両
社
の
共

同
ビ
ル
で
あ
る
「
T
D
テ
ラ
ス
宇
都
宮
」
を
新
築

し
、
R
C
造
と
木
造
の
混
構
造
に
お
け
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ

活
用
の
実
証
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
建
築
物
は
、
地
上
4
階
建
て
の
事
務
所
・

銀
行
店
舗
で
す
。
北
側
の
R
C
造
が
地
震
力
を
負

担
す
る
構
造
計
画
と
し
た
こ
と
で
、
大
通
り
に
面

し
た
南
側
フ
ァ
サ
ー
ド
は
軽
快
な
木
架
構
が
実
現

し
て
い
ま
す
。
内
部
の
店
舗
・
執
務
空
間
は
耐
火

集
成
材
に
よ
る
木
架
構
と
C
L
T
床
版
を
用
い
た

現
し
の
天
井
に
よ
っ
て
、
木
質
感
の
あ
る
空
間
を

実
現
し
て
い
ま
す 

。 

⑶
技
術
開
発
へ
の
支
援

① 

7
層
7
プ
ラ
イ
及
び
9
層
9
プ
ラ
イ
の
長
期
挙

動
デ
ー
タ
収
集

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
J
A
S
に
は
、「
７
層
７
プ
ラ
イ
」と

「
9
層
9
プ
ラ
イ
」の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
品
質
が
規
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
建
築
基
準
法
上
の
基
準
強
度
が
与

え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
実
際

の
建
築
に
用
い
る
に
は
、
個
別
に
国
土
交
通
大
臣

の
認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
、
普
及
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、（
国
研
）森
林
研
究
・
整
備
機
構
森

林
総
合
研
究
所
等
は
、
林
野
庁
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
７
層
７
プ
ラ
イ
の

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
強
度
試
験
を
実
施
し
、
必
要
な
デ
ー
タ

を
収
集
し
ま
し
た
。
収
集
し
た
デ
ー
タ
を
国
土

交
通
省
に
提
供
し
、
国
土
交
通
省
は
、
令
和
４

（
2
0
2
2
）年
３
月
に
建
築
基
準
法
告
示
を
改
正

し
て
、
７
層
７
プ
ラ
イ
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
基
準
強
度
を
設

定
し
ま
し
た
。

9
層
9
プ
ラ
イ
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

30
試
験
体
の
長
期
挙
動
デ
ー
タ
の
収
集
を
継
続
し

て
お
り
、
基
準
強
度
の
設
定
に
向
け
て
、
今
後
、

得
ら
れ
た
成
果
を
国
土
交
通
省
に
提
供
す
る
予
定

で
す
。

②
接
合
金
物
の
開
発

Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
で
は
、
構
造
計
算
の
方
法
に

よ
っ
て
は
特
殊
な
接
合
金
物
を
使
わ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
建
築
全
体
の
コ
ス
ト
増
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
林
野
庁
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築

長期的な強度性能の測定

鋼板挿入型金物

ＴＤテラス宇都宮
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物
に
使
用
で
き
る
一
般
的
な
接
合
金
物
の
開
発
に

対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
公
財
）
日
本
住
宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー
等

は
、
林
野
庁
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
平
成
28

（
2
0
1
6
）年
か
ら
、
製
造
・
施
工
を
合
理
化
で

き
る
接
合
金
物「
ク
ロ
ス
マ
ー
ク
金
物
」の
開
発
を

進
め
、
平
成
30（
2
0
1
8
）年
に
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ

ル
工
法
の
現
し
仕
上
げ
に
用
い
る
鋼
板
挿
入
型
金

物
を
開
発
し
ま
し
た
。

③
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
の
普
及
モ
デ
ル
の
作
成

建
築
物
へ
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
活
用
拡
大
に
当
た
っ
て

は
、
極
力
、
設
計
や
部
材
を
標
準
化
し
て
、
低
コ

ス
ト
化
を
図
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。
こ
の
た

め
、
林
野
庁
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
の
普
及
モ
デ
ル

の
作
成
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
一
社
）
日
本
Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会
と
（
公
財
）
日
本
住

宅
・
木
材
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
令
和
５
年
度
に
、

林
野
庁
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、
４
階
建
て

中
規
模
オ
フ
ィ
ス
の「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
工
法
普
及
モ
デ
ル
」

を
作
成
・
公
表
し
ま
し
た
。

同
モ
デ
ル
で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ

ル
の
サ
イ
ズ
を
床
で
２
ｍ
×
６

ｍ
、
壁
で
２
ｍ
×
3
・
55
ｍ
又

は
4
・
35
ｍ
に
設
定
し
た
上

で
、
都
市
部
に
お
け
る
民
間
オ

フ
ィ
ス
や
地
方
公
共
団
体
の
庁

舎
を
想
定
し
て
、
床
面
積
2
︐

9
8
5
m2
の
耐
火
建
築
物
の
設

計
モ
デ
ル
を
提
案
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
６
年
度
は
、

5
階
建
て
中
規
模
オ
フ
ィ
ス
の

Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
普
及
モ
デ

ル
も
公
表
し
ま
し
た
。

今
後
の
展
開

4こ
れ
ま
で
の
取
組
に
よ
り
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物

は
、
全
国
で
1
︐3
0
0
件
以
上
整
備
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
で

は
、
世
界
最
大
級
の
木
造
建
築
物
で
あ
る
「
大
屋

根
リ
ン
グ
」
の
デ
ッ
キ
や
ス
ロ
ー
プ
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が

活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、「
日
本
館
」で
も
、
国
産

ス
ギ
材
を
原
料
と
す
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
約
1
︐6
0
0
m3

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
館
で
使
わ
れ
た
Ｃ
Ｌ

Ｔ
は
、
会
期
終
了
後
、「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
再
利
用
パ
ー
ト

ナ
ー
」
と
な
っ
た
８
企
業
、
５
自
治
体
に
よ
り
、

再
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

他
方
、
令
和
５
年
度
に
お
け
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
生
産

量
は
1
・
8
万
m3
に
と
ど
ま
り
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用

促
進
に
向
け
て
は
、
建
築
物
等
で
の
需
要
を
一
層

拡
大
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

林
野
庁
で
は
、
引
き
続
き
、
技
術
開
発
や
建
築

実
証
を
支
援
し
つ
つ
、
地
域
工
務
店
や
地
方
部
の

中
堅
ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
で
も
取
り
組
め
る
よ
う
、
Ｃ

Ｌ
Ｔ
建
築
物
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
や
ユ
ニ
ッ
ト
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
設
計
者
や
施
工
者
へ
の
実
務

講
習
な
ど
を
通
じ
た
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
一
層
の
活
用
拡
大
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

④
土
木
分
野
で
の
活
用（
敷
板
）

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
拡
大
に
向
け
て
は
、
建
築
用
途

以
外
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

建
築
用
途
に
は
使
え
な
い
低
品
質
の
ラ
ミ
ナ
を
活

用
で
き
れ
ば
、
歩
留
ま
り
の
向
上
に
よ
り
、
製
造

コ
ス
ト
を
低
減
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
す
。
こ

の
た
め
、
林
野
庁
で
は
、
土
木
分
野
で
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ

活
用
に
関
す
る
技
術
開
発
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

現
在
、（
一
社
）Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会
は
、
林
野
庁
の
補

助
事
業
を
活
用
し
て
、
工
事
現
場
の
敷
板
や
、
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
床
版
、
防
雪
柵
な
ど
、
土
木
分

野
に
お
け
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
耐
久
性
能
の
検
証
、
規
格

の
検
討
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑷
人
材
育
成

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及
に
当
た
っ
て
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築

物
の
設
計
・
施
工
等
を
行
う
担
い
手
を
見
つ
け
に

く
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
林
野
庁
で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物
の
設
計
者
・

施
工
者
を
育
成
す
る
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
協
会
等
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
建
築
物

の
計
画
や
設
計
実
務
の
担
当
者
向
け
の
相
談
窓
口

の
開
設
、
専
門
家
派
遣
、
設
計
者
等
向
け
の
実
務

講
習
会
の
開
催
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
医
療
・
福
祉
や
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
、
低
層
で
木
造
化
が
進
ん
で
き
た
分
野
を
対

象
に
、
標
準
モ
デ
ル
の
開
発
・
普
及
を
支
援
す
る

予
定
で
す
。

（https : //www.howtec .o r . jp/ f i l es/
libs/5230/202404301802303206.pdf）

ＣＬＴ工法普及モデル

４階建て中規模オフィスの普及モデル

敷板としての活用　写真提供：㈱CLTmat 
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